
　モノづくりとは、如何にして有用な技術を組み

合わせ、機能を発揮させるか、という問題と見るこ

ともできます。当所が取り組んできたモノづくり

中小企業総合技術支援事業の目指すものは、この

モノづくりの視点から、様々な技術を俯瞰し、最適

の技術を抽出し、洗練し、組み合わせ、さらに、そ

のための力を養うことをお手伝いするところにあ

ります。モノづくりの視点は、とりもなおさず企

業の皆さんの視点であり、企業訪問、オンリーワン

技術、業界との協働、人材育成は、いずれもそのよ

うな視点から技術支援の具体的な形を生み出して

いく取組みです。もちろん事業の効果的な実施を

図る上では、当所の技術力向上が欠かせません。

技術を創造するものとして、あるいは、技術の目利

きとして、モノづくりに最適の技術を提供するた

め、昨年度までの中期目標・計画において、総合技

術支援事業と併行して当所の研究資源の集約と高

度化を進めてまいりましたが、今年度からの第２

期中期目標・計画でも引き続きその発展に取り組ん

でおります。電子情報部におけるその概要をご紹

介します。

１．電子情報部では、回路技術とプログラミング

技術をベースとして、次のような分野の研究を

行っています。

�　製品開発を視野に入れたシーズ提供型の開発研究

・表面機能化／実装技術・燃料電池技術・プラズマ

応用技術・画像処理技術・組込みソフトウェア技術

　など

�　開発プロセスにおける課題対応型の評価技術研究

・信頼性評価技術・ソフトウェアプロセスアセスメ

ント・電磁ノイズ評価技術・微細観察／分析技術・

音響測定技術・振動試験技術・熱計測技術　など

２．電子情報部では、これらの研究を進めるため

に、次のような設備を運用しています。

・シールドルーム・スペクトラムアナライザ・エリ

プソメータ・冷熱衝撃試験機・結露サイクル試験機・

オージェマイクロプローブ・環境制御型プローブ顕

微鏡・雷サージ試験装置・垂直入射吸音率測定装置・

音源探査および心理音響評価システム・レーザフ

ラッシュ法熱定数測定装置・光交流法熱定数測定装

置・赤外線熱画像装置・振動試験機・各種シミュレー

ションソフト　など

３．さらにこれらの研究・設備を活用して、様々な

試験分析・人材育成研修も行っています。

　皆様のご利用をお待ちしております。

（電子情報部長　濱田　幸弘）
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１．はじめに

　近年ＣＡＥを導入しようという企業が増えてきて

います。しかしソフトウエアを導入しただけでは

なかなか効果は上がりません。当研究室ではこの

ような企業に対して、ＣＡＥ技術の導入に関する

様々な支援活動を行っています。

２．ＣＡＥ技術導入に関する支援活動

　ＣＡＥ用の材料物性の取得や、解析などの依頼試

験も行っていますが、ＣＡＥを新規に導入する企業

に対しては受託研究の実施を推奨しています。こ

れは、材料物性試験、製品評価試験から、解析モデ

ルの作製、解析結果の評価、トラブルシューティン

グまでの一連の検討を２ヶ月～１年単位の時間を

かけて共同で行うもので、企業担当者の人材育成

も同時に行えます。以下では当研究室との受託研

究によって実際にＣＡＥを導入された企業の事例を

紹介します。

３．事例紹介（Ａ社：自動車内装部品のブロー成形

解析）

　Ａ社の主力製品のひとつであるトランクラゲー

ジボードは高温に熱した溶融樹脂シートをブロー

成形することにより生産されます。これまで、製

品の板厚分布やしわなどの検討は試作実験により

行われてきましたが、より効率的な設計手法を確

立するため、当研究室と共同でＣＡＥによるブロー

成形後の板厚分布の予測技術を開発しました。

　ブロー成形解析をするためには溶融樹脂シート

のひずみ・ひずみ速度と応力との関係を調べる必要

がありますが、溶融状態の樹脂は非常に軟らかく

通常の引張り試験機では測定は困難です。そのた

め、当所の流動性測定装置（キャピラリレオメータ，

ＲＨ７－Ｄ）を用いて対象となる樹脂材料（ＰＰ）の成

形温度付近での伸張粘度を測定し、ＣＡＥソフトウ

エア（ＬＳ－ＤＹＮＡ９７０）のひずみ速度依存性材料モデ

ルにフィッティングしました。また、解析結果の

妥当性を確認するために、実験では製品形状を模

した円筒・角筒形状の簡易金型を成形高さや角Ｒの

パターンを変えて円筒・角筒各６型、計１２型作製し、

ブロー成形試験を行い、板厚を測定しました。図

１～２に成形試験と解析の板厚比較結果の代表例

を示します。この結果から解析によって実験の板

厚分布が良く再現できていることが分かります。

他の型についても実験と解析の結果は概ね一致し

ました。

　この結果、Ａ社ではブロー成形後の板厚分布を試

作以前に検討できるようになり、設計の効率化を

実現しています。また、最適板厚を事前に検討す

ることで製品の軽量化を検討することも可能とな

りました。

　当研究室ではＣＡＥに関する様々な相談を受け付

けています。お困りのことがあればお気軽にご相

談ください。

（生産加工研究室　村田　真伸）
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　色には光の色である「光源色」と、物体を光源に

より照明することで色として見える「物体色」があ

ります。「物体色」には反射してくる光を色として

みる「表面色」とステンドグラスの様に透過してく

る光を色として見る「透過色」があります。ここで

は「物体色」について説明します。

　色を人に伝えるとき、日常生活では赤や緑など

の色名をつかいます。ＪＩＳ Ｚ ８１０２「物体色の色名」

には「慣用色名」と「系統色名」が定められていま

す。慣用色名は、朱色、やまぶき色など多くの人に

使用され定着した色名です。系統色名はあざやか

な赤、あかるい黄など基本となる色名と修飾語を

組み合わせた色名で、略号でも表現できます。

　しかし、色名だけでは製品などの色を伝えるに

は十分ではありません。確実に色を伝えるために、

色を長さや重さのように数値と記号で表す方法（表

色系）が考案されてきました。１９０５年米国人の画家

アルバート．Ｈ．マンセルは「色相」、「明度」、「彩度」

で分類した数多くの色紙を見比べて色を分類する

方法を考案しました。いろいろ検討が加えられ、

現在ではマンセル表色系として、色相Ｈｕｅ（Ｈ）、明

度Ｖａｌｕｅ（Ｖ）、彩度Ｃｈｒｏｍａ（Ｃ）で分類したマンセ

ル色票を使って色を表すことができます。色相

（Ｈ）＝２．５ＹＲ（Ｙｅｌｌｏｗｒｅｄ 黄味の赤の略）、

図１　Ｌ＊ａ＊ｂ＊表色系（出展：色を読む話）

明度（Ｖ）＝５、彩度（Ｃ）＝１２をマンセル表色系

（ＨＶ／Ｃ）で表すと２．５ＹＲ ５／１２となります。ＪＩＳ Ｚ

 ８７２１に「色の表示方法－三属性による表示」とし

て採用されています。

　また、色や光に関してさまざまな取り決めを行

う国際照明委員会（ＣＩＥ）において、１９３１年には

ＸＹＺ表色系が、１９７６年にはＬ＊ａ＊ｂ＊表色系が制定さ

れ、それぞれＪＩＳ Ｚ ８７０１、ＪＩＳ Ｚ ８７２９に採用され

ています。ＸＹＺ（Ｙｘｙ）表色系は光の三原色（赤、緑、

青）の加法混色に基づいて発展したもので、色を 

Ｙｘｙの３つの値で表します。Ｙが反射率（明度）、 

ｘｙが色相と彩度を表す色度になります。

　Ｌ＊ａ＊ｂ＊表色系は現在あらゆる分野で最もポピュ

ラーに使用されている表色系です。（図１）明度を

Ｌ＊、色度をａ＊、ｂ＊で表します。ａ＊は赤方向、－ａ＊は

緑方向、そしてｂ＊は黄色方向、－ｂ＊は青方向で絶対

値が大きいほどあざやかな色になります。２つの

色の違いは色差ΔＥ＊ａｂ＝［（ΔＬ＊）２＋（Δａ＊）２＋ 

（Δｂ＊）２］１／２として一つの数値で表すことができます。

　製品などの色を数値化するには測色計を使いま

す。分光タイプの測色計はサンプルの可視光域

（３８０ｎｍ～７８０ｎｍ）の分光反射率と光の三原色に対

応する人間の目の分光感度（等色関数）からＬ＊ａ＊ｂ＊

やマンセルなどの色彩値にできます。色の見え方

は光源によっても違ってきます。分光測色器には

ＣＩＥやＪＩＳに定められている標準の光Ａ、Ｃ、および

Ｄ６５などのデータが内蔵されており、目的に応じた

光源により色彩値の測定ができます。当所にも分

光測色器（コニカミノルタ製ＣＭ－３６００ｄ）が設置さ

れており、依頼試験、受託研究等でご利用いただけ

ます。表面色だけではなく液体などの透過色にも

対応できますので、製品の色彩管理や退色、変色の

測定にご活用下さい。

（資源循環研究室　丹羽　淳）

ＴＥＬ（０５２）６５４－９９０１

技技技技技技技技技技技技技技技術術術術術術術術術術術術術術術解解解解解解解解解解解解解解解説説説説説説説説説説説説説説説

色をはかる



�

月刊 名工研・技術情報 １１，１２月号
平成２０年１１月１日　発 行
№６９１ 発行部数　１，５００部
無　　料　特定配布
編集担当　名古屋市工業研究所

技　術　支　援　室

発　行 名 古 屋 市 工 業 研 究 所
名古屋市熱田区六番三丁目
　　　　　　　　４番４１号

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｎｍｉｒｉ．ｃｉｔｙ．ｎａｇｏｙａ．ｊｐ／

「この月刊名工研・技術情報は古紙パルプを含む再生紙を使用しています。」

ＩＳＯ１４００１ Ｅ ０１－２４７

ＴＥＬ
ＦＡＸ

（０５２）６６１－３１６１
（０５２）６５４－６７８８

おおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせ

　本年７月１４日�に、外部の学識者等７名から構
成される研究課題評価委員会を開催し、前年度で
終了した研究９件の事後評価を行いました。その
結果と当所の対応について公表します。
　※詳細については、当所のホームページ
（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｎｍｉｒｉ．ｃｉｔｙ．ｎａｇｏｙａ．ｊｐ／）
をご覧下さい。

１．評価結果

平成２０年度研究課題事後評価について

ＣＢＡ評 価 指 標

－６件３件評価委員会の評価

Ａ：十分な研究成果が得られている。
Ｂ：一定の研究成果が得られている。
Ｃ：十分な研究成果が得られていない。

当所の対応評価委員の主な意見研究テーマ

・対象とする部品と必要な特徴
を検討し研究を展開する。
・アロイ化および成形加工につ
いてさらに研究を行う。

・用途展開を進め、更に優れた特長を付加し
てほしい。
・研究環境も整い、優れた成果をあげている。
今後の発展を期待する。

バイオマス由来の環境適
応材料の開発と応用

・材料の評価方法の検討を行う
とともに、新規材料の開発を
行う。

・評価手法を確定して成果を整理し、今後残
された研究課題を明確にすること。
・電子材料での応用を期待したい。

機能性添加剤を目指した
材料開発

・ポリ乳酸の有効なリサイクル
法について引き続き検討する
とともに、企業における超臨
界流体利用技術の応用を図る。

・リサイクル技術に関しては成果が見えてな
いが、現象を明確にしたことは評価できる。
・超臨界装置の特長を生かした有効利用を期
待する。

超臨界流体の利用による
バイオプラスチックのリ
サイクル技術の開発

・今後、この成果を中小企業へ
の波及効果が期待できる応用
研究の中で活用していきたい。

・目的を大きく設定し、継続を望む。
・研究成果をさらに発展させて、マグネシウ
ム合金の用途拡大につなげてほしい。

金属強化マグネシウム合
金複合材料の創製

・指摘の通りに、一般化を今後
の目標として捉えていく。
・今後、標準化の課題解決を
図っていく。

・条件を異にする実験データを増やして標準
化し、一般企業の判断の一助とできるよう
にしてもらいたい。
・企業のニーズからの事例を蓄積すること。

加工機械等の性能診断技
術の確立

・さらなる実用化に努める。
・製造業をはじめとする多くの
分野への応用を試みたい。

・費用対効果の高い現実的な計測・検査シス
テムである。
・他の分野への技術転用を期待する。

移動型画像計測システム

・中身を充実させて企業への技
術支援に活用する。
・他機関との連携を検討する。

・データベース構築はほぼ完了している。技
術相談の場で活用することを考えてほしい。
・他の機関と情報交換をして、事例を充実す
ること。

金属材料の破損・不良調
査事例のデータベース化

・本シミュレーション技術の適
用範囲を明確化し、材料物性
評価技術のデータベース化を
行う。

・目標・計画をある程度達成しており、発展
性の高い優れた研究と考えられる。
・依頼内容を適切に分類し、データベース化
することが必要である。

熱・温度に関する材料物
性評価、熱設計技術・熱
物性評価技術、放熱促進
技術の開発

・精度や再現性の向上など、実
用化を目的に研究を継続する。
・センサとして必要な基礎デー
タを蓄積する。

・オリジナリティが何であるか明確にして優
位性を証明すること。
・コーティングが測定結果に及ぼす影響につ
いて検討しておくことが必要である。

製品の長寿命化技術
最適設計のための微小部
ひずみ測定技術の開発

２．評価委員の主な意見と当所の対応の概要


